
広報つべつ　2025年 11月号 広報つべつ　2025年 11月号 67

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

に
つ
い
て

暮らしを支える

税

問い合わせ先　税務収納係　10 番窓口　☎77―8376

みなみ なつき さん / 愛知県 豊橋市出身 /30 歳
上里地区のノンノの森ネイチャーセンターを拠点
に活動中。

さん

4
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
を
始
め
ま
し
た
、
南
夏
樹
で

す
。
上
里
地
区
に
あ
る
ノ
ン
ノ
の
森
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
自
然
体
験
ガ

イ
ド
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主

な
活
動
と
し
て
、
津
別
峠
展
望
施
設
で

行
わ
れ
て
い
る
雲
海
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
6
月
頃
か
ら

始
ま
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
の
ツ
ア
ー
も
、

ま
も
な
く
終
了
を
迎
え
ま
す
。

津
別
峠
展
望
施
設
の
開
館
期
間
中
に

実
施
さ
れ
る
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
多
い

月
で
２
，
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様

が
訪
れ
ま
す
。「
雲
海
」
と
聞
く
と
秋

の
寒
暖
差
で
発
生
す
る
と
い
う
印
象
を

持
た
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
津
別
峠
で
見
ら
れ
る
雲
海
は
地
形

の
影
響
も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
た
だ
「
き
れ
い
だ
っ
た
」
と

感
じ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、「
こ

こ
に
来
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
大
学
時
代
に
鳥
の
勉
強
を
し

て
い
た
鳥
好
き
の
私
は
、
野
鳥
の
魅
力

を
伝
え
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ
に
ご
宿
泊

の
お
客
様
限
定
で
、
野
鳥
ガ
イ
ド
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
森
の
中
で
聞
こ
え

る
鳥
の
声
や
姿
を
紹
介
す
る
中
で
、
自

然
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
津
別
町
、
そ
し
て
道
東

の
自
然
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
お
伝
え

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
ノ
ン

ノ
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

雲海と森の声に包まれて
南　夏樹　

平成１７年８月生まれ／フィリピン出身
特別養護老人ホーム　いちいの園勤務

さん

青 春
くろーずあっぷ

雪に憧れ津別町へ
マバヨ・ダイアン・バルデカニア

生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
、

保
険
会
社
か
ら
毎
年
１
回
、「
生
命
保

険
料
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
保
険

会
社
に
支
払
っ
て
い
る
生
命
保
険
の

掛
け
金
の
総
額
（
見
込
）
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
所
得
税
の
精
算
に
必
要

と
な
る
も
の
で
す
。

会
社
で
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
方

は
、
年
末
調
整
を
す
る
際
に
勤
め
先

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告

を
さ
れ
る
方
は
、
申
告
に
使
い
ま
す

の
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
命
保
険
料
控
除
は
、「
旧
生
命
保

険
料
」「
旧
個
人
年
金
保
険
料
」「
新

生
命
保
険
料
」「
新
個
人
年
金
保
険
料
」

「
介
護
医
療
保
険
料
※
」（
※
町
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
の
５
区
分
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
証
明
書
の
内
容
を
よ

く
ご
確
認
の
上
お
取
り
扱
い
く
だ
さ

い
。

マ
バ
ヨ
・
ダ
イ
ア
ン
・
バ
ル
デ
カ

ニ
ア
さ
ん
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ダ
ヴ
ァ

オ
シ
テ
ィ
出
身
。
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
現
地
で
学
び
、
高
校
卒
業
後
は

日
本
語
学
校
で
１
年
間
学
び
ま
し

た
。「
北
海
道
で
働
き
た
い
。
雪
を

経
験
し
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
を

胸
に
、
７
月
31
日
に
津
別
へ
や
っ
て

来
ま
し
た
。
来
て
す
ぐ
に
感
じ
た
の

は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
暑
い
」
と
い

う
こ
と
。
海
風
の
あ
る
故
郷
よ
り
湿

気
が
強
く
、
驚
い
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
介
護
の
現
場
で
、
食
事
や

入
浴
、
移
動
の
介
助
等
に
携
わ
り
、

「
学
校
で
習
っ
た
以
上
に
大
変
で
す

が
、
職
場
の
人
が
優
し
く
教
え
て
く

れ
る
の
で
安
心
で
す
」
と
語
り
ま

す
。同

じ
職
場
で
働
く
同
国
出
身
の
仲

間
た
ち
に
誕
生
日
を
祝
っ
て
も
ら
い
、

心
強
さ
を
感
じ
た
と
い
う
ダ
イ
ア
ン

さ
ん
。
豊
永
の
住
宅
で
先
輩
と
家
事
を

分
担
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
津
別
で

の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。
休
日
に
は
サ
ツ
ド
ラ
や
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ト
へ
買
い
物
に
い
き
、
中
で
も
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
の
唐
揚
げ
が
お
気
に

入
り
の
一
品
。「
こ
れ
か
ら
迎
え
る
雪

の
季
節
が
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

温
故

知
新 　いつも「温故知新」をご愛読いただきありがとうございます。

「温故知新」では長く人生を歩まれている方の人物紹介をしております。
取材が可能な方に、お心当たりがある方はお気軽に下記連絡先までご連絡ください。

電話番号：７６―８３７４（企画係直通）
FAX：７６―２９７６
メールアドレス：town.tsubetsu@gmail.com

掲載候補者募集中！
津別町の和牛最前線！
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14-1 番窓口　☎ 77 － 8374

第
103
回

　愛林のまち・津別町で大切に育てられている黒毛和牛。ふるさと納税の返礼品としても人気を集めています。
　町が誇る２大ブランド「流氷牛」と「つべつ和牛」。今回は、流氷牛・石井さん、つべつ和牛・迫田さんの生産者２名を取
材しました。なぜか東京・銀座に生産者が勢ぞろい──？そこには、津別のブランド和牛にかける熱い思いと、挑戦の舞台
がありました。
　キッチンスタジオ企画では、キャスターが最高級黒毛和牛を「すき焼き」で実食。津別町が誇る２大ブランド和牛の“今”
をお届けします。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおい、北見信用金庫津別支店、
網走信用金庫津別支店に設置された「デジタルサイネージ（映像
看板）」でも視聴することができます。※タウンニュースつべつは、
ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新




